九州大学および関連施設における

泌尿器科臨床教育プログラム
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氏名：
はじめに

九州大学泌尿器科をプログラムの管理、および実施の拠点（センター病院）
とし、それに複数の関連施設を加えた教育病院が臨床研修を実施する。

具体的研修方法：
研修病院において指導医は以下の教育機会を提供することが望ましい
· 週1回以上のクリニカルラウンド

· 週1回以上の症例検討会（カンファレンス）

· 月1回以上の抄読会

· 年1回以上の泌尿器科学会提供の教育プログラム参加
· 年2回以上の泌尿器科関連学会参加

· 4年間で1編以上の論文作成（症例報告含む）

評価方法：
評価は年度末の年1回とする。

研修者・指導者ともに1年間の経験手術数と評価表を九州大学に提出する。
経験すべき泌尿器科手術と手術件数
	1
	 腎・副腎の手術
	術者
	　助手　

	
	根治的腎摘除術（開放手術）
	　
	　

	
	体腔鏡下根治的腎摘除術　　
	　
	　

	
	副腎摘除術（開放手術）                     
	　
	　

	
	体腔鏡下副腎摘除術　
	　
	　

	
	腎部分切除術（開放手術）                     
	　
	　

	
	体腔鏡下腎部分切除術　
	　
	　

	
	腹腔鏡スコピスト　　　　　　　　　 
	　
	　

	
	経皮的腎結石砕石術（PNL） 
	　
	　

	
	経皮的腎ろう造設術
	　
	　

	
	
	
	

	2
	 腎盂・尿管の手術
	
	

	
	腎尿管全摘術（開放手術）                   
	　
	　

	
	体腔鏡下腎尿管全摘術　　
	　
	　

	
	腎盂形成術（開放手術）                         
	　
	　

	
	体腔鏡下腎盂形成術　　
	　
	　

	
	経尿道的尿管結石砕石術（TUL）      
	　
	　

	
	尿管皮膚ろう造設術                 
	　
	　

	
	腎盂・尿管の内視鏡手術             
	　
	　

	
	体外衝撃波結石破砕術               
	　
	　

	
	尿管ステント留置術
	　
	　

	
	
	
	

	3
	膀胱の手術
	
	

	
	経尿道的膀胱腫瘍切除術（生検も含む）           
	　
	　

	
	経尿道的膀胱結石砕石術            
	　
	　

	
	経皮的膀胱ろう造設術              
	　
	　

	
	膀胱全摘除術              
	　
	　

	
	回腸導管造設術                    
	　
	　

	
	自然排尿型代用膀胱造設術          
	　
	　

	
	膀胱尿管逆流手術
	　
	　

	
	
	
	

	4
	前立腺の手術
	
	

	
	根治的前立腺摘除術（開放手術）                
	　
	　

	
	体腔鏡下根治的前立腺摘除術
	　
	　

	
	前立腺被膜下摘除術                 
	　
	　

	
	経尿道的前立腺切除術（TUR-P・HoLEP含む）              
	　
	　

	
	両側精巣摘除術（除睾術）          
	　
	　

	
	
	
	

	5
	 尿道の手術
	術者
	　助手　

	
	経尿道的内尿道切開術               
	　
	　

	
	女子尿失禁根治術（TVT含む）                   
	　
	　

	
	　　　
	
	

	
	
	
	

	
	精巣・陰嚢の手術
	
	

	6
	高位精巣摘除             
	　
	　

	
	陰嚢水腫根治術           
	　
	　

	
	精巣固定術               
	　
	　

	
	
	
	

	
	 陰茎の手術
	
	

	7
	包皮形成術               
	　
	　

	
	
	
	

	
	後腹膜・リンパ節の手術
	
	

	8
	骨盤内リンパ節郭清術    
	　
	　

	
	後腹膜リンパ節郭清術     
	　
	　

	
	       
	
	

	
	検査
	
	

	9
	前立腺生検           
	　
	　

	
	逆行性腎盂造影           
	　
	　


九州大学臨床研修プログラム到達度評価表（自己評価）
（各項目における到達度を後期研修医自身で評価し、簡単なコメントを記載してください。）

研修者名：

指導医名：

１）知識的到達度　　　　　　　　　　

A：優れている

B：やや優れている

C：平均的

D：やや劣っている

E：劣っている

評価コメント

２）技術的到達度　　　　　　　　　　

A：優れている

B：やや優れている

C：平均的

D：やや劣っている

E：劣っている

評価コメント

３）医療安全の実践　　　　　　　

A：優れている

B：やや優れている

C：平均的

D：やや劣っている

E：劣っている

評価コメント

４）医師患者関係の構築　　　　　　

A：優れている

B：やや優れている

C：平均的

D：やや劣っている

E：劣っている

評価コメント

５）コメディカルとの関連構築　　　

A：優れている

B：やや優れている

C：平均的

D：やや劣っている

E：劣っている

評価コメント

６）研究活動（論文作成、学会発表など）

A：優れている

B：やや優れている

C：平均的

D：やや劣っている

E：劣っている

評価コメント（具体的な内容）
７）総合評価　　　　　　　　　　　　　

A：優れている

B：やや優れている

C：平均的

D：やや劣っている

E：劣っている

評価コメント

達成できた項目にチェックをつけてください。（合同研究会も含む）
· 週1回以上のクリニカルラウンド

· 週1回以上の症例検討会（カンファレンス）

· 月1回以上の抄読会

· 年1回以上の泌尿器科学会提供の教育プログラム参加

· 年2回以上の泌尿器科関連学会参加

· 4年間で1編以上の論文作成（症例報告含む）
　　研修者署名：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　自己評価日：20　年　　月　　日

九州大学臨床研修プログラム到達度評価表（指導医による評価）
（医師経験年から考えて、各項目における到達度をA-Eの5段階で評価し、簡単な評価コメントを記載してください。）

研修者名：

指導医名：

１）知識的到達度　　　　　　　　　　

A：優れている

B：やや優れている

C：平均的

D：やや劣っている

E：劣っている

評価コメント

２）技術的到達度　　　　　　　　　　

A：優れている

B：やや優れている

C：平均的

D：やや劣っている

E：劣っている

評価コメント

３）医療安全の実践　　　　　　　　　

A：優れている

B：やや優れている

C：平均的

D：やや劣っている

E：劣っている

評価コメント

４）医師患者関係の構築　　　　　　　

A：優れている

B：やや優れている

C：平均的

D：やや劣っている

E：劣っている

評価コメント

５）コメディカルとの関連構築　　　　

A：優れている

B：やや優れている

C：平均的

D：やや劣っている

E：劣っている

評価コメント

６）研究活動（論文作成、学会発表など）

A：優れている

B：やや優れている

C：平均的

D：やや劣っている

E：劣っている

評価コメント（具体的な内容）
７）総合評価　　　　　　　　　　　　　

A：優れている

B：やや優れている

C：平均的

D：やや劣っている

E：劣っている

評価コメント

指導医署名：

　　　　　　　　　　　　　　　　　評価日：20　年　　月　　日
